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１．はじめに

国土交通省では、高齢化等が進む中山間地域にお

いて、自動運転車両を活用することにより、人流・

物流を確保し地域活性化に繋げることを目的とし、

「道の駅」等を拠点とする自動運転サービスの実証

実験を行っている。2017年度は、全国13箇所で約１

週間の短期実証実験を行い、2018年度に得られたデ

ータを元に分析を行った。

２．技術的課題の抽出と検討

国総研では同実験を通じ、道路構造や管理、気象

等の環境面から自動運転の支障となる要因と解決策

について検討を行った。以下では、実証実験で確認

した事象と課題の一部を紹介する。

＜道路構造＞

歩道がなく路肩も狭い区間では、歩行者・自転車

を車両センサが検知し走行停止する、もしくは円滑

な走行のためにドライバーが手動運転により回避す

る場合があった。路上駐車車両も同様に手動運転に

より回避する場合があった。

このような箇所では、走行路における路上駐車や

歩行者や自転車の通行を減少させることが期待でき

る、自動運転車の走行路を路面に明示することを今

後の実験において取り組む予定である。

図１ 歩行者の検知

＜道路管理＞

沿道の民地等からの植栽や雑草の繁茂した植栽を

車両センサが前方障害物として検知して、走行停止

や手動運転で回避する場合があった。地元とも協力

し、自動運転を考慮した道路管理レベルの設定が必

要と考えられる。

図２ 植栽の検知

また、積雪に関しては、多少の圧雪が残る除雪さ

れた状態では、円滑に走行することができた。一方

で、道路脇への除雪により幅員が狭くなり、対向車

とのすれ違いが困難となる場合があった。このよう

な箇所では自動運転車の走行を前提とした除雪や積

雪時を考慮した走行位置の設定が必要と考えられる。

図３ 積雪による狭小幅員（本来は２車線）

３．今後の取組

2017年度の実証実験の結果や抽出した課題を踏ま

えて、今年度は、2017年度に実施した実験箇所のう

ち4箇所にて1～2ヶ月間の長期実験を実施している。

引き続き道路側の課題抽出を行い、自動運転車が円

滑に走行するための対策を検討していきたい。
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１．はじめに 

i-Constructionは、国土交通省が推進している生

産性革命の一環であり、調査・設計から施工・検査、

維持管理までプロセス全体の最適化を図ることによ

り、建設現場における生産性を向上させ、魅力ある

建設現場の実現を目指す取り組みである。2025年ま

でに生産性を2割向上させることを目標としている。 

国総研は、2016年3月にi-Construction推進本部を

立ち上げ、ICTや3次元データの活用等による建設現

場の生産性向上に関する研究・開発及び普及に取り

組んでいる。 

2018年度からは、i-Constructionの推進が「官民

研究開発投資拡大プログラム（PRISM）」のアドオン

施策として位置づけられ、研究の加速が図られるこ

ととなった。 

２．ICT施工の拡大 

ICT施工は、調査・測量、設計、施工、検査のプロ

セスにおいて3次元データを一貫して活用し、ICT化

された建設機械や測量機器を用いて効率的に施工や

品質管理を行うことで生産性向上を図るものである。

2016年度のICT土工の導入を皮切りに、2017年度に舗

装工、2018年度に河川浚渫工へ導入された。国総研

では現場での実施状況の調査を行うとともに、適用

工種の拡大や新たな計測技術の活用手法について検

討している。2018年度は、地盤改良工、法面工、土

工周辺工（縁石、側溝、護岸）を対象にICTを活用し

た出来形管理の要領素案をとりまとめ、2019年3月に

国土交通省より新たな基準類が発出された。 

３．BIM/CIMの活用促進 

BIM/CIM （ Building Information Modeling / 

Construction Information Modeling/Management）

は、属性情報を付加した3次元モデルを基盤として、

設計・施工・維持管理の各プロセスの効率化とプロ

セス間の情報連携の高度化を目指すものであり、国

総研では、要領、基準類の整備や利活用に係る研究

を進めている（図）。2018年度は、CIMモデルを契約

図書に活用するための標準仕様、CIMモデルによる数

量算出に向けた基準、維持管理段階でのCIM活用等に

係る研究を実施した。 

図 3次元モデルの活用 

４．今後の展開 

国土交通省では、2018年度、「建設現場の生産性

を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用

に関するプロジェクト」として、生産性向上や品質

向上と監督検査の効率化に資する新技術を公募し、

地方整備局等の現場で試行を行った。国総研では、

これら試行状況のフォローアップを行いつつ、AI、

IoT、ロボットなど最新技術の活用や、実装に向け必

要となる要領、基準類の策定に係る研究など、生産

性向上の実現を目指した研究を進めていく。 
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研究動向・成果

i-Construction の推進
（研究期間 ： 平成27年度～）

i-Construction 推進本部 �

社会資本マネジメント研究センター　�
建設マネジメント研究官　佐々木　政彦

河川研究部　河川構造物管理研究官　諏訪　義雄

道路構造物研究部　道路構造物管理システム研究官
（博士（工学））

　玉越　隆史

（キーワード）　i-Construction、生産性向上、ICT、BIM/CIM

- 150 -- 150 -




